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トロイダル磁化プラズマの輸送を評価す

る上で、形成される乱流構造の役割を理解

することは重要である。実験計測手法の発

展から乱流の時空間構造が明らかになりつ

つある。特定の視野や分解能を持つ実験計

測器から得られるデータについてシミュレ

ーション結果との比較を行うには、それぞ

れの計測視線、領域を対応させる必要があ

る。特にヘリカルプラズマのような3次元的

形状を持つ磁場配位の場合、幾何構造を含

めた解析は必須である。そこで、実磁場配

位を用いた乱流シミュレーションを行い、

得られたシミュレーションデータに対して、

計測に対応したモジュールを適用して実験

計測を模擬した診断を行う乱流計測シミュ

レータ[1]を開発することで、実際の3次元

的な乱流分布の見方を検討している。 
本講演では複数種類のヘリカルプラズマ

乱流シミュレーションから得られた密度揺

動データに対して、計測視線方向の線積分

効果を評価する数値診断を行うことで、計

測信号とシミュレーション結果の対応関係

について考察する。計測としては位相コン

トラスト法[2]を用いた密度揺動計測を対

象とする。この計測では視線に沿った積分

信号が出力として得られる。DISAコード[3]
は平均化法で磁場の影響を準2次元的にし

たうえで、簡約MHD方程式を用いてドリフ

ト交換型不安定性を解く。円形断面のトー

ラスとしてまず数値診断のテストをする。

MIPSコード[4]は平衡計算コードで計算さ

れた3次元平衡磁場のもと簡約されていな

いMHD方程式を用いて交換型不安定性を

解く。GKV-Xコード[5]は平衡磁場データを

反映させたフラックスチューブモデルから

ジャイロ運動論方程式を用いてイオン温度

勾配不安定性を解く。MIPS,GKV-Xデータ

により3次元形状のもとでの数値診断を行

う。それぞれ異なる座標系上で計算してい

るので、対応したデータ抽出ルーチンが必

要となる。作成したルーチンを用いてヘリ

カル磁場配位中での揺動の幾何形状を評価

し(図)、測定位置による波数スペクトルの

見え方の違いを比較する。そしてツール群

が非平衡極限プラズマでの乱流構造解明に

有用であることを示す。 

 
図: MIPSコードより得られた揺動を含むヘ

リカルプラズマ圧力等高面(赤)と計測視線
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